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令和６年度第４回環境審議会（R6.9.17）における意見及び対応案 

 

委員の意見 
当日の回答 

⇒計画素案の修正箇所 

【辻委員】 

第１回環境審議会での大和田委員から

の生物多様性に関する意見は計画素案に

どのように盛り込んだのか。 

 

（第１回審議会 大和田委員意見） 

   生物多様性の観点をぜひ盛り込ん

でいただきたい。漁業ではないかも

しれないが、レクリエーションはさ

れていると思うので、外来魚の対策

や、生物多様性の観点を計画の中に

盛り込んでいただきたい。 

 

【辻委員】 

生物多様性について、ソウギョやブラ

ックバスなどの外来種は在来種への影響

や下流域への移出などの問題があるの

で、対策が必要。調査したほうがよいの

ではないか。 

 

 

【梅崎会長】 

魚類、水生生物などの実態調査を行っ

ていれば、その調査結果も参考に、計画

をまとめていただきたい。 

 

 

【小松委員】 

計画素案の 10 ページにスポーツ大会

の記載があるが、具体的にどのようなこ

とをどのような形で情報発信してくの

か。 

具体的な方法について、書き込めるの

であれば記載できるとよい。 

 

 

 

 

 計画素案の８ページの「（３）緑地の保全

その他の自然環境の保護」に湖岸の生物多

様性の確保、９ページの５「（２）調査研究

の推進と活用」に、水草のモニタリングに加

えて、新たに植物プランクトンの調査手法

の開発を行うことを盛り込んでいる。 

⇒９ページに水質への影響を探りつつ、

生物多様性の保全を目指すことを追記

（湖辺の生物多様性については、８ペ

ージに記載あり） 

 

 

 

外来種対策については今後も継続して行

っていく。人的、財政的に限りがあるため、

地域住民の意見聞きながら対策していきた

い。 

⇒９ページに「②水生生物に関する調査・

研究」の項目を追加し、具体的な内容を

追記 

 

諏訪湖環境研究センターが環境 DNA を

使った調査等を行っていく予定。 

⇒９ページに「②水生生物に関する調査・

研究」の項目を追加し、具体的な内容を

追記 

 

令和 10 年の国民スポーツ大会のほか、信

濃町が主催しているイベント等で情報発信

を行っていく。ポスター等に限らず、目を引

くようなもので発信していきたい。野尻湖

ナウマンゾウ博物館では既にイベントや学

習会を行っているため継続していきたい。 

⇒10 ページに情報発信の具体的な内容を

追記 
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【梅田委員】 

COD の調査研究の主体はどこか。具体

的な調査計画等はあるか。 

 

 

 

 

 

 

【打越委員】 

湖がきれいになって一番恩恵を受ける

のは信濃町。県ではなく、町が中心にな

って水質保全を進めていくべきではない

か。将来に向けて、役割分担、責任のあ

り方について考えていくべき。 

 

 

 

【梅崎会長】 

信濃町はどの程度積極的に取り組んで

いるのか。町長が参加している検討会な

どの組織はあるか。 

 

 

 

【梅崎会長】 

水草には水質にとって良い水草と悪い

水草があると思うが現在の状況はどう

か。  

  

 

 

 

 

【梅崎会長】 

下水道接続率と下水道普及率の違い

は。数値目標が下がっているのはなぜか。 

  

 

 

 

 

主体は県。諏訪湖環境研究センターが今

までの水質データ等を整理しているため、

その整理結果を踏まえて具体的な調査の頻

度や項目については検討する予定であり、

具体的な計画は今のところない。 

⇒質問への回答であり、計画素案への反

映は特になし（COD等の調査研究につい

ては、９ページに記載あり） 

 

計画の取りまとめは県が行うが、計画素

案の２ページに記載のとおり、引き続き野

尻湖の水質改善を図るために、関係市町村、

団体、県民と協働して計画を進めていく。 

 ⇒将来に向けての提案であり、計画素案

への反映は特にないが、今後の意見交

換会などで信濃町と将来に向けた役割

分担などを考えていきたい。 

 

現在はないが、新たに計画に盛り込んだ

意見交換会への参加者については、今後、町

と協議して決めていきたい。 

⇒質問への回答であり、計画素案への反

映は特になし（意見交換会については、

10 ページに記載あり） 

 

在来種のクロモが水草復元施設周辺に生

えてきている。増えすぎると船の航行にも

影響してくるため、バランスをどうとるか

が大事になってくる。現在は復元の途上。 

⇒質問への回答であり、計画素案への反

映は特になし（船の航行に支障が出る

可能性については、９ページに記載あ

り） 

 

下水道接続率は下水道共用区域内で実際

に接続している人口の割合。下水道普及率

は下水道が利用可能なエリア内に住んでい

る人口の割合。数値目標は計算方法に変更

があったことなどから下がっている。 

⇒質問への回答であり、計画素案への反

映は特になし（下水道接続率について

は、６ページに記載あり） 

 


